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は じ め に

近年の少子・高齢化、高度情報化、国際化などにともなう社会環境や生活様式の変化

は、子どもたちの心や身体に様々な影響を及ぼしています。

栃木県教育委員会では、「とちぎ教育振興ビジョン(三期計画)」において、とちぎの

教育が目指す子ども像を実現するための６つの視点の一つに「豊かな心と健やかな体を

はぐくむ教育の推進」を設定し、「心の教育」を重点施策の一つに位置付けて、様々な

機会をとらえて推進してまいりました。栃木県総合教育センターにおいては、社会性や、

心の健康及び学力と深く関わりをもつ生活習慣や行動の実態を把握し、指導に生かす指

導資料を作成するために、「集団における望ましい人間関係づくり」、「規範意識」、「自

己有用感」等に関する調査研究を行ってきました。

今年度は、平成15年度及び平成20年度に実施した子どもの生活に関する調査に引き続

き、それらの調査項目を基本として、これまでの研究で得た知見を生かして、最近の教

育的な課題に関する調査項目を加え、「平成25年度 栃木の子どもの生活状況調査」を

実施しました。

本報告書では、調査の結果を報告するとともに、子どもたちに自ら生活をデザインす

る力を身に付けさせることを目指して、生活のリズムと子どもの心の関連や子どもへの

関わり方についてまとめました。

家庭、学校、教育行政、教育関係団体等、子どもたちの成長に関わるすべての方々に、

この報告書を御活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、本調査に御協力をいただきました調査協力校の児童生徒・保護

者の皆様並びに教職員の方々に対しまして、厚く御礼申し上げます。

平成26年３月

栃木県総合教育センター所長

金井 正



内容の構成
※ 項目をクリックすると、そのページを閲覧できます。

Ⅰ 調査の概要

Ⅱ 調査結果の概要 ｢生活をデザインする｣（パンフレット）

① 生活のリズムをつくる ３つの基本 p 2

② 子どもの心に働きかける ６つの視点 p 6

③ 子どもへの関わり方・大切なこと p10

Ⅲ 調査結果

１ 集計結果

児童生徒の回答

１ 睡眠の状況について (子)- 1

２ 朝食ほか、日常の生活の状況と意識について (子)- 8

３ 家庭学習や習い事の状況と意識について (子)-18

４ 放課後の過ごし方の状況について (子)-34

５ テレビ、ゲーム、携帯電話の使用状況について (子)-46

６ 家の人とのことの状況について (子)-54

７ 規範意識、家の人への態度、悩み等の状況について (子)-62

８ 自己有用感に関連することについて (子)-70

９ 規範意識に関連することについて (子)-80

１０ 将来展望に関連することについて (子)-85

１１ 協同性に関連することについて (子)-88

保護者への質問

Ａ【お子様のふだんの生活とその指導について】の質問 (保)- 1

Ｂ【お子様の勉強のことについて】の質問 (保)-25

Ｃ【教育に関する考えや心がけていることについて】の質問 (保)-39



２ 統計的手法を用いた分析結果

(1) 子どもの生活行動や意識につながる「心」を捉える視点について ～因子分析～

(2) 子どもの生活の基本とその他の生活行動との関連について ～階層的重回帰分析～

(3) ６つの視点と保護者の関わりとの関連について ～階層的重回帰分析～

(4) 子どもや保護者の傾向の確認について ～相関分析・クロス集計～

(5) その他の分析結果 ～階層的重回帰分析～

Ⅳ 資料

小学校第２学年用調査・回答用紙

小学校第５学年、中学校第２学年、高等学校第２学年用調査・回答用紙

保護者調査・回答用紙
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